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◎
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　東

北
地
方
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　宮

城
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高
石

　
　茂

蔵
王
百
楽

　退
職
後
、
山
歩
き
を
始
め
蔵
王
町
の
山
岳
会
等
に

関
わ
っ
て
い
る
う
ち
、
蔵
王
国
定
公
園
の
宮
城
県
巡

視
員
や
登
山
ガ
イ
ド
な
ど
を
す
る
事
に
な
り
、
年
間

山
行
は
約
70
回
、
そ
の
内
、
蔵
王
山
域
だ
け
で
も
四

季
を
通
し
て
年
間
50
回
以
上
彷
徨
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
宮
城
蔵
王
の
魅

力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　蔵
王
連
峰
は
宮
城
県
と
山
形
県
に
ま
た
が
る
南
東

北
の
脊
梁
山
脈
で
、
南
北
約
25
㎞
に
亘
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
山
域
は
、
大
き
く
「
北
蔵
王
」「
中
央
蔵
王
」

「
南
蔵
王
」
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　北
蔵
王
は
笹
谷
峠
か
ら
雁
戸
山
、
南
雁
戸
山
、
名

号
峰
を
経
て
熊
野
岳
の
手
前
辺
り
ま
で
を
指
し
ま
す
。

　雁
戸
山
は
岩
を
よ
じ
登
る
個
所
も
あ
る
峻
険
な
山

で
、
途
中
に
は
蟻
の
戸
渡
と
呼
ば
れ
る
狭
い
尾
根
歩

き
な
ど
も
あ
っ
て
高
度
感
も
楽
し
め
山
の
ベ
テ
ラ
ン

に
も
愛
さ
れ
る
山
で
す
。

　中
央
蔵
王
は
、
熊
野
岳
か
ら
馬
の
背
、
刈
田
岳
を

経
て
刈
田
峠
辺
り
ま
で
で
、〝
火
山
蔵
王
〟
の
荒
々

し
さ
を
見
事
に
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
蔵
王
山
と
い
う
山
頂
は
な
く
、
熊
野
岳
か

ら
刈
田
岳
に
至
る
こ
の
一
帯
を
「
蔵
王
山
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
蔵
王
は
、
今
も
活
動
を
続
け
る
活
火
山

で
、シ
ン
ボ
ル
「
お
釜
」
も
こ
の
エ
リ
ア
に
あ
り
ま
す
。

お
釜
は
直
近
の
噴
火
口
で
、
そ
の
東
側
の
五
色
岳
に

は
数
千
回
に
わ
た
る
噴
火
の
痕
跡
が
地
層
と
な
っ
て

重
な
っ
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
火
山
礫
の
覆
う
こ
の
一
帯
は
高
山
植
物

の
女
王
「
コ
マ
ク
サ
」
の
群
生
地
で
、
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
熊
野
岳
一
帯
の
山
腹
に
ピ
ン
ク
の
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
オ
ノ
エ
ラ
ン
、
イ
ワ
カ
ガ

ミ
等
多
く
の
高
山
植
物
が
時
期
を
ず
ら
し
な
が
ら
登

山
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　刈
田
岳
は
、
か
つ
て
は
山
岳
信
仰
の
修
験
の
山
で

蔵
王
権
現
を
祀
る
こ
と
か
ら
こ
の
山
が
蔵
王
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。

　刈
田
岳
に
は
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
脇
の
「
大
黒
天
」
登

山
口
か
ら
も
登
る
こ
と
が
で
き
、
７
月
頃
に
は
、
こ

の
登
山
道
に
咲
く
ヨ
ツ
バ
ヒ
ヨ
ド
リ
を
求
め
て
「
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
が
乱
舞
し
、
そ
れ
を
撮
ろ
う
と
写
真

マ
ニ
ア
が
三
脚
を
据
え
て
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。

　刈
田
岳
は
冬
も
麓
の
澄
川
ス
キ
ー
場
か
ら
リ
フ
ト

を
乗
り
継
ぎ
カ
ン
ジ
キ
を
は
い
て
３
時
間
程
で
登
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
晴
れ
た
日
に
は
樹
氷
の
向
こ
う

に
太
平
洋
ま
で
望
め
る
雄
大
な
展
望
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　南
蔵
王
は
刈
田
峠
か
ら
屏
風
岳
、
南
屏
風
岳
、
不

忘
山
を
経
て
、
そ
の
麓
の
白
石
ス
キ
ー
場
辺
り
ま
で

を
指
し
ま
す
。
こ
の
一
帯
は
、
中
央
蔵
王
と
は
打
っ

て
変
わ
っ
て
緑
に
覆
わ
れ
た
、
た
お
や
か
な
峰
が
続

き
、
春
か
ら
晩
秋
ま
で
は
縦
走
す
る
登
山
者
が
行
き

交
い
ま
す
。

　杉
が
峰
か
ら
の
刈
田
岳
の
展
望
、
芝
草
平
の
高
層

湿
原
に
咲
く
チ
ン
グ
ル
マ
や
ヒ
ナ
ザ
ク
ラ
等
々
の
植

物
群
、
そ
し
て
秋
の
草
紅
葉
等
な
ど
四
季
折
々
の
変

化
に
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　こ
の
ル
ー
ト
の
中
央
に
位
置
す
る
屏
風
岳
（
１
８

２
５
ｍ
）
は
宮
城
県
の
最
高
峰
で
す
。

　南
蔵
王
の
南
端
の
不
忘
山
は
「
花
の
百
名
山
」
に

数
え
ら
れ
て
お
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
ユ
キ
ワ
リ
コ

ザ
ク
ラ
、ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、ミ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
等
々

こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い
程
の
様
々
な
高
山
植
物
が

咲
き
誇
り
ま
す
。

　山
で
は
晴
れ
の
日
、
雨
の
日
、
風
の
日
、
濃
霧
で

10
ｍ
先
も
見
え
な
い
日
な
ど
様
々
な
気
象
に
見
舞
わ

れ
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ
に
咲
く
花
や
木
は
じ
っ
と
時

を
待
ち
咲
い
て
い
ま
す
。
ま
た
時
折
、
雲
の
合
間
に

遠
く
の
景
色
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
額
に
汗
し
て
歩
き
な
が
ら
、
そ
う
い
う
瞬
間
に

出
会
っ
た
時
は
、
心
が
和
み
歩
い
て
良
か
っ
た
と
本

当
に
思
い
ま
す
。

　不
思
議
な
も
の
で
す
が
、
花
は
同
じ
と
こ
ろ
に
ま
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た
咲
き
ま
す
。
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
に
訪
れ
る
の

も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　紹
介
し
た
い
こ
と
は
、〝
山
ほ
ど
〟
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
こ
の
辺
で
。

　高
名
な
山
岳
写
真
家
が
一
つ
の
山
に
登
り
続
け

「
一

い
ち
ざ
ん
ひ
や
く
ら
く

山
百
楽
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　私
は
、
そ
の
方
の
足
元
に
も
及
び
ま
せ
ん
が
、
一

つ
の
山
を
何
度
も
歩
き
、
日
々
の
変
化
に
気
づ
く
こ

と
で
楽
し
み
が
倍
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
し
だ

け
分
か
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　達
人
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、ま
さ
に
「
蔵
王
百
楽
」

の
気
持
ち
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
百
の
楽
し
み
を
探
し
て
体
力
、
気
力

の
続
く
限
り
蔵
王
を
歩
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
緑
の
真
珠
海
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　10
月
26
日
気
仙
沼
大
島
の
海
岸
再
生
林
の
生
長
管

理
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
際
、

津
波
と
山
火
事
で
甚
大

な
被
害
が
あ
っ
た
気
仙

沼
大
島
に
「
さ
く
ら
」、

「
な
ら
」、「
く
ぬ
ぎ
」

な
ど
の
広
葉
樹
を
約

１
０
０
０
本
植
樹
し
、

毎
年
下
草
刈
り
な
ど
の

生
長
管
理
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
以
降
５
年
ぶ
り

の
集
合
開
催
と
な
り
、

電
友
会
か
ら
も
約
20
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
急
斜
面
の

危
険
な
場
所
で
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
が
、
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大きく伸びた竹との格闘中各地から沢山の方が集まりました

◆ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
東
北
だ
よ
り

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ふ
く
し
ま
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　10
月
19
日
『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ふ
く
し
ま
の
森
』
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
、
２
０
１
７
年
に
植
樹
し
た

１
７
５
０
本
の
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
の
生
長
管
理
活
動

と
し
て
、
下
草
刈
り
作
業
を
今
年
も
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
気
温
も
高
く
大
変
暑
い
中
の
作
業
と
な
り

ま
し
た
が
、
総
勢
約
50
名
が
参
加
し
、
電
友
会
か
ら

も
の
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大きく育ってね

暑い中お疲れ様でした
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◎
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
会
の
開
催

　東
北
各
地
域
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
を

お
招
き
し
、「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
宮
城
に
お
い
て
は
、
今
年
か
ら
仙
台
会
場

で
の
１
会
場
開
催
と
な
り
、
宮
城
県
内
各
地
域
か
ら

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
退

職
さ
れ
て
か
ら
久
し
ぶ

り
に
再
会
し
、
例
年
に

な
く
思
い
出
話
が
盛
り

上
が
っ
た
会
と
な
り
ま

し
た
。

お開きは
一本締めで！

須藤事業部長挨拶

◎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
後
援
会
情
報

　日
頃
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、「
東
北
マ
ー
ク

ス
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）」
後
援
会

へ
多
く
の
方
か
ら
ご
賛
同
い
た
だ
き
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
は
、
８
月
31
日
に
群

馬
県
太
田
市
に
て
開
催

さ
れ
た
「
全
日
本
ク
ラ

ブ
野
球
選
手
権
大
会
」

に
お
い
て
、
宮
城
県
代

三瓶選手（福島BＩ部）

三浦選手
（宮城ＢＩ部）

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
健
闘
虚
し
く
初
戦
で
千

葉
県
代
表
チ
ー
ム
に
敗
れ
る
、
悔
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
、「
日
本
一
」
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
只
野
監
督
を
中
心
に
全
力
で
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ

ー
ム
は
、
11
月
14
日

か
ら
滋
賀
県
大
津
市

に
て
行
わ
れ
た
「
Ｓ

／
Ｊ
リ
ー
グ
Ⅱ
」
に

お
い
て
、
３
勝
４
敗

で
５
位
と
い
う
結
果

で
し
た
。
落
と
し
た

ゲ
ー
ム
は
い
ず
れ
も

惜
敗
で
、
勝
利
ま
で

あ
と
一
歩
届
か
な
い

非
常
に
悔
し
い
結
果

で
し
た
が
、
来
年
こ

そ
は
「
Ｓ
／
Ｊ
リ
ー

グ
Ⅱ
」
で
優
勝
し
、

最
高
峰
で
あ
る
「
Ｓ

／
Ｊ
リ
ー
グ
」
復
帰

を
目
指
し
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　引
き
続
き
、
選
手
た
ち
へ
の
温
か
い
ご
支
援
、
熱

い
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日光（右）・韮澤（左）ペア鈴木（右）・高橋（左）ペア
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◎
災
害
に
対
し
て
…
ど
う
し
た
ら
…

電
友
あ
さ
か
会

　

 

　
　水
野

　

  

榮

　人
の
力
で
は
発
生
を
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
自

然
災
害
、
前
号
ま
で
何
度
か
防
災
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
書
い
て
来
ま
し
た
が
、
今
回
は
具
体
的
な
対
応

を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
自
分
の
生
命
は
自
分
で
守
る
」「
大
切
な
人
の
生

命
も
守
る
」
こ
れ
を
実
現
す
る
の
は
、
普
段
か
ら
の

備
え
で
す
。
こ
れ
に
は
①
防
災
活
動
と
②
減
災
活
動

が
あ
り
ま
す
。

　①
防
災
活
動
（
予
防
と
被
害
抑
止
）

　家
具
類
の
転
倒
防
止
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
、
耐
震

補
強
工
事
、
避
難
経
路
確
認
（
土
砂
く
ず
れ
・
水
没

し
な
い
か
、
危
険
箇
所
は
な
い
か
）
こ
れ
は
自
宅
か

ら
避
難
所
ま
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
参
考
に
し
、

地
形
・
地
域
性
を
ふ
ま
え
て
実
際
に
確
認
し
て
下
さ

い
。　ま

た
、
備
蓄
物
品
の
確
認
も
大
切
で
す
。
災
害
が

発
生
し
た
ら
「
応
急
対
応
」
非
常
用
品
・
貴
重
品
の

持
ち
出
し
、
ケ
ガ
の
手
当
て
、
家
族
の
安
否
確
認
等

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　②
減
災
活
動（
災
害
後
に
困
ら
な
い
た
め
の
備
え
）

　災
害
関
連
死
を
防
ぐ
こ
と
（
持
病
が
あ
り
、
健
康

に
不
安
が
あ
る
場
合
、
薬
は
切
ら
さ
な
い
）

　こ
の
記
事
を
見
る
の
は
、
電
電
公
社
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を

退
職
さ
れ
た
年
配
の
方
々
で
す
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
場
所
・
環
境
で
生
活
し
て
い
て
も
災
害
が
発

生
す
れ
ば
被
害
を
受
け
ま
す
。

　災
害
が
発
生
す
れ
ば
ス
ー
パ
ー
に
食
べ
物
が
無
く

な
り
、
必
要
な
機
器
材
、
ガ
ソ
リ
ン
等
が
手
に
入
り

ま
せ
ん
。

　災
害
に
あ
っ
て
も
生
き
る
た
め
に
は
食
べ
物
が
必

要
で
す
。
ど
の
家
庭
に
も
約
２
〜
３
日
分
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
食
べ
た
ら
追
加
補
充
し
て

お
く
。
こ
れ
を
く
り
返
す
こ
と
を
習
慣
に
す
れ
ば
、

特
別
に
非
常
食
を
備
え
て
お
か
な
く
て
も
良
い
と
思

い
ま
す
。

　災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
自
分

に
必
要
と
思
わ
れ
る
備
え
を
し
た
ら
、
あ
と
は
日
々

楽
し
く
明
る
く
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　防
災
士

　須
賀
川
市

　水
野

　榮

　

一次救命措置の研修風景
胸骨圧迫と AED の体験

96号_aごあいさつ1211.indd   5 2024/12/12   10:57



 6 

東北地方本部だより

◎
支
部
長
・
事
務
局
長
会
議

　令
和
６
年
７
月
18
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
五
橋
第
二
ビ
ル
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
高
石
本
部
長
挨
拶
の

後
、
本
部
理
事
会
・
評
議
員
会
模
様
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
、
続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
の
推
薦

に
つ
い
て
基
本
的
に
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
電
友

会
会
報
96
号
の
発
行
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
物
品
支

援
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
後

援
会
加
入
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
に
つ
い
て
は

今
後
詳
細
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
支
援
機
構
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
）
か

ら
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

◎
文
化
活
動
協
賛
金
運
営
委
員
会

　令
和
６
年
９
月
２
日
、
東
北
地
方
本
部
事
務
局
に

て
開
催
し
、
令
和
５
年
度
文
化
活
動
報
告
、
令
和
６

年
度
文
化
活
動
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
会
議
終
了
後
、
事
務
局
か
ら
東
北
電

友
会
会
報
へ
の
「
年
賀
広
告
」
掲
載
に
つ
い
て
依
頼

し
ま
し
た
。

◎
相
馬
市
松
川
浦
海
岸
防
災
林
再
生
活
動

　令
和
６
年
10
月
19
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

－

東
北 

企
画
総
務
部
主
催
の
「
ふ
く
し
ま
の
森 

海
岸
防
災

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
福
島
地
区
電
友
会
山
田

会
長
始
め
４

名
、
電
電
相

馬
ク
ラ
ブ
草

野
会
長
始
め

４
名
の
計
８

名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　10
月
と
は

思
え
な
い
真

夏
日
の
中
で
、

現
役
の
皆
さ

ん
と
共
に
奮

闘
し
ま
し
た
。

電友会福島地区のメンバー

◎
気
仙
沼
大
島
震
災
復
興
支
援
活
動

　令
和
６
年
10
月
26

日
、
５
年
振
り
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
（
持
株
）
Ｃ
Ｓ

Ｒ
推
進
室
、（
株
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
主
催
の
「
緑

の
真
珠
海
岸
林
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
植

樹
後
の
成
長
管
理
活

動
が
行
わ
れ
、
高
石

本
部
長
始
め
宮
城
支

部
12
名
（
五
ッ
橋
５

名
、
石
巻
３
名
、
気

仙
沼
４
名
）
岩
手
支

部
（
一
関
７
名
）
の

計
19
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
下
草
刈
り
の

他
、
樹
木
の
生
長
に

支
障
と
な
る
竹
の
刈

り
払
い
を
行
い
、
現

役
の
皆
さ
ん
と
共
に

心
地
よ
い
汗
を
か
き

ま
し
た
。

大きくなった竹との格闘電友会宮城支部、岩手支部のメンバー
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し
一
関
市
都
市
計
画
課
の
理
解
・
協
力
を
得
て
、
初

め
に
歩
き
や
す
い
散
策
道
路
と
花
壇
づ
く
り
に
着
手

し
、
次
に
桜
や
ツ
ツ
ジ
の
剪
定
作
業
、
花
壇
の
増
設
、

竹
垣
の
設
置
、
樹
木
へ
の
肥
料
入
れ
、
ベ
ン
チ
の
塗

装
な
ど
を
区
民
と
と
も
に
進
め
計
画
通
り
２
年
で
完

了
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
２
年
は

散
策
道
に
ス
イ
セ
ン

や
彼
岸
花
等
を
植
え

付
け
「
皆
が
集
い
散

策
が
楽
し
め
る
憩
い

の
公
園
」
を
完
成
さ

せ
た
だ
け
で
な
く
、

現
在
ま
で
公
園
内
の

清
掃
作
業
、
草
刈
り
作
業
、
剪
定
作
業
を
定
期
的
に

続
け
る
な
ど
地
域
の
環
境
保
護
・
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

◎
物
故
会
員
の
叙
位
・
叙
勲

　次
の
方
々
は
、
生
前
の
ご
功
績
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ご
逝
去
の
日
を
も
っ
て
叙
位
・
叙
勲
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。

　（
叙
位
・
叙
勲
）  （
支
部
名
） 

　（
ご
氏
名
）

　瑞
宝
単
光
章

　
　宮

　城

　
　北

見

　經
次

　様

　瑞
宝
単
光
章

　
　宮

　城

　
　寺

崎

　千
治

　様

（
令
和
６
年
７
月
～
令
和
６
年
11
月
） 佐藤勇吉さん（岩手支部）

に
加
工
し
た
デ
イ
ジ
ー
図
書
（
デ
ジ
タ
ル
図
書
の
国

際
標
準
規
格
）
作
成
支
援
の
要
請
が
あ
り
、
平
成
25

年
に
電
友
会
「
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ク
ル
」
の
有
志
が
そ
の
活

動
を
始
め
、
の
ち
に
「
ふ
く
し
ま
虹
の
会
」
と
し
て

登
録
。
メ
ン
バ
ー

は
使
い
づ
ら
い
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
や
慣

れ
な
い
作
業
に
も

関
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ

毎
日
２
時
間
図
書

の
作
成
に
取
組
み
、

そ
の
後
、
視
覚
障

害
者
か
ら
の
リ
ク

エ
ス
ト
が
あ
っ
た
難
し
い
「
鍼
灸
資
格
検
定
」
教
材

も
１
年
を
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
デ

イ
ジ
ー
図
書
は
11
年
間
で
１
７
６
冊
と
な
り
、
ア
ク

セ
ス
件
数
も
１
２
４
９
９
回
に
及
ぶ
な
ど
視
覚
障
害

者
へ
の
社
会
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　◯
佐
藤

　勇
吉
さ
ん
（
岩
手
支
部
）

　「
公
園
の
環
境
整
備
（
皆
が
集
い
散
策
が
楽
し
め

る
憩
い
の
公
園
造
り
）」

　平
成
25
年
に
自
宅
の
あ
る
一
関
市
滝
沢
水
口
民
区

の
環
境
衛
生
部
長
に
就
任
し
、
道
路
整
備
や
家
庭
ご

み
の
処
理
に
加
え
て
、
地
区
内
に
あ
る
公
園
（
一
関

市
保
有
）
の
管
理
や
整
備
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
公
園
整
備
計
画
（
４
年
計
画
）」
を
策
定

電友会「ふくしま虹の会」
代表 小笠原生雄さん（福島支部）

◎
第
34
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
の
受
賞

　令
和
６
年
11
月
13
日
、本
部
主
催
の
表
彰
式
が「
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
」
に
お
い
て
行
わ
れ
、
髙
部
会
長

か
ら
受
賞
者
の
皆
様
へ
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　東
北
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　◯
電
友
会
「
ふ
く
し
ま
虹
の
会
」

　
　
　
　
　
　小
笠
原 

生
雄
さ
ん
（
福
島
支
部
）

　「
視
覚
障
害
者
へ
図
書
を
届
け
る
支
援
活
動
」

　視
聴
覚
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
種
支
援
事

業
を
行
っ
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
じ
の
会
」
か
ら
、
そ

の
会
員
で
あ
っ
た
電
友
会
会
員
に
、
市
販
の
書
籍
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
Ｐ
Ｃ
で
読
め
る
（
聴
け
る
）
よ
う

東北受賞者
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